
   令和５年 ７月２０日 
保護者の皆様      

江戸川区立大杉東小学校 校長 髙橋 真 

竹馬活動のお知らせとお願い 

 日頃より本校の教育活動にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。現在も、新型コロナウィルス

の感染が心配されますが、感染対策を講じながら２学期より伝統の竹馬活動を行います。内容をご理解いただ

き、竹馬作りにご協力をお願いいたします。 

【竹馬活動のねらい】本校の竹馬活動は、４０年以上続いてきた特色ある教育活動です。 

〈児童の体力を向上させます〉 

竹馬を使って活動することで日常の運動量が増え児童の体力を向上させます。特に平衡性（バランス感覚）

を養うことができます。 

〈児童のコミュニケーション能力を向上させます〉 

異学年グループでの活動は、子供たちが教え合ったり励まし合ったりする機会を増やします。学年に応じた

役割を果たしたり、思いやりの気持ちをもったりしながら好ましい人間関係をつくれるようにします。 

【竹馬活動日程】 

９月２１日（木） 竹馬作り（新しい竹馬を作る児童が学校でグループの人と竹馬作り） 

竹馬調整（古い竹馬を家や学校で乗れるように修理） 

１１月１１日（土） 第４９回竹馬運動会 

 

１．竹馬の準備と竹の販売について 
竹馬は、昨年まで使用していたものを使う事もできます。新しい竹馬を作ることもできます。担任から声がか

かりましたら、各自学校に竹馬を持たせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 問い合わせ先 本校副校長まで Tel：（3652）2194 ]    

 

                                  

 竹馬用「竹」の注文 ※希望者のみご記入ください。 

年   組 児童名 

竹 購入数（太竹）               組 

 

合計金額 

 

円 

 

 

≪Ａ≫ 昨年までの竹馬を使う場合 

竹馬の状態を点検してください。 

・地面から踏板の上までの高さが１０cm 以上になるように調整してください。 

・高さの調整や修理が必要な場合、家で修理してから持たせてください。 

≪Ｂ≫ 新しい竹馬を作る場合 

１年生、転入生は新しく竹馬を作ります。 

・９月２１日（木）の竹馬作りで作るか、ご家庭で作った竹馬を持ってきます。 

新しく竹馬を作る１年生や転入生、壊れてしまって作り直す児童を対象に「竹」を販売いたします。 

「竹」の購入を希望する方は、９月８日（金）まで に代金を添えて担任にお申込みください。 

※１人分は２本１組で８００円です。おつりのないよう、お願いいたします。 

※今年度は、太竹のみの販売となります。細竹を希望される方は、お手数ですが、各自でご購入ください。 

 

きりとり  



２．竹馬作りについて 

 [日時] 

９月２１日（木）３・４校時（１０：３５～１２：１５） 

 児童が用意するもの 

① 竹（１人２本） 

② 踏板（４枚）…ホームセンター等でお買い求めいただけます。 
板のサイズの目安は縦５㎝、横２５㎝、厚さ２㎝です。 

③ 補強・装飾用ビニールテープ(７.８個)…テープは竹１本につき２個以上ご用意ください。また、竹１本                         

を全て同じ色で巻くためにはテープ１個では足りません。さらに踏板部分のテープも必要です。自分の

竹馬に何色のテープを、どのように巻くか、事前にご家庭で決めておくと良いです。 

④ 軍手…６年生は持ってきてください。 

学校にあるもの：麻ひも、のこぎり、はさみ                

 
 
 

ご家庭で竹馬を作ったり、修理したりする際の参考にしてください。また、別紙「頑丈な竹馬の作り方」 

も一緒に配布しましたので、参考にしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

竹馬の基本的な作り方 

１．人工節 

竹の下（太い方）から、６～７ｃｍのところにビニールテープを巻く。２０回以上しっかりと巻き、

人工の節を作る。 

  (竹の節の部分が使えると、よりしっかりとした節ができる。） 

２．ふみ板セット 

足をのせる部分の板２枚をぴったり重ね合わせ、片側だけ麻ひもを１０回以上しっかり巻いて、結ぶ。 

３．組み立てる                                             
踏板セットの麻ひもの無い方を開き、人工節のすぐ上に、斜め上になるようセットする。×印をつく

るように、『ぎゅっぎゅっ』と音がするくらいきつく麻ひもを巻きつけ、結ぶ。 

４．仕上げ 

    麻ひもを巻き付けた部分や竹全体にビニールテープを巻く。 

 （丈夫にし、割れたり雨でぬれたりすることを防ぐ。目印にもなる。） 


